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0.は じめに

本稿 は、大乗経典Kartmapundarika(以 下、 <悲華経 >2と 表記 )

の梵蔵漢資料 に関わる諸情報 を収集・整理 したものである。

1968年 に山田一止はロン ドンからKanlnゎШdarika梵本の校訂テキ

ス ト (Yamada[1968b]、 または、KP)を、研究編 (Yamada[1968a])

とともに出版 した。同校訂テキス トは、それ以前にカルカッタか

ら出版 されたD養刊本 (Das[1898])に 比べて、参照し得たサンスク

リット語写本の数においても、また、チベット語訳・漢訳をも対校

するなどその校訂の精度においても、格段に優れた校訂テキス ト

であつた。
1山

田はテキス トの校訂に際して、サンスクリット語写

本 6本、チベ ッ ト語訳の 2版本、そして、二種類の漢訳を参照し

ている。現在、諸学者の依拠する<悲華経 >梵本 としては、この

Yamada[1968b]が 標準テキス トとなっている。

また、公刊には到つていないが、Yamada[1968blと 前後 して、ア

メリカにおいて二人の学者が<悲華経 >梵本の部分的な校訂テキ

ス トを作成 した。そのす人は1956年に<悲華経 >の第 1章 と第 2章
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の校訂テキス トと英訳を、ペンシルヴァニア大学への学位請求論文

(未 公刊)と して提出したR.W.Weilerで あ り、彼は、Yamada[1968bl

と重複する写本も含めて 6本のサンスクリット語写本を参照しつつ

校訂を行なっている。いま一人は、R.W.Weilerを 引き継 ぐ形で1969

年に<悲華経 >の第 5章 と第 6章の校訂テキス トと英訳を、やはり
ペンシルヴァニア大学への学位請求論文 (未 公刊)と して提出した

S.Terakawaで ゅるが、彼は 7本のサンスクリット写本を参照しなが

ら校訂を行なっている。R.W.Weilerと S.Terakawaは 序論においてチ
ベット語訳と漢訳への簡単な言及を行なっているが、校訂に際して

はチベット語訳・漢訳との対校は記されていない。

以上、これまでの<悲華経 >梵本の校訂テキス トについて、それ

らが参照した梵蔵漢の諸資料に関する情報にも触れながら概観 した

が、これ らの校訂テキス ト出版からおよそ40年以上の歳月が流れた

今 日、参照し得る<悲華経 >のサンスクリット語写本、及びチベッ

ト語訳 0漢訳の諸資料は大いにその数を増した。たとえば、サンス

クリット語写本だけでも18本程度の所在が確認され、チベット語訳

においても参照できる版本、写本が十数本に及び、また、漢訳につ

いても「大正新脩大蔵経」以外の諸本についても利用がしやすくなっ

ている。<悲華経 >を取 り巻 くこのような研究環境の変化に鑑み、

現時点で所在が確認され、また、実際に参照し得る<悲華経>関連

の梵蔵漢諸資料の収集・整理は、今後の<悲華経>研究のために不

可欠の作業 となっている3。

このような事情から、本稿は、現時点で所在が確認される<悲華

経 >関連の梵蔵漢諸資料に関する情報を収集 0整理しようとするも

のである。ただ、本稿は、著録 した梵蔵漢資料の全体を内容的にも

精査した上での公表ではない点、また、本稿で紹介した資料の中に

は筆者未見の資料も一部含まれている点、ご理解を賜わりたい。収
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集 した資料の内容的な検討、及び、未入手資料の収集は、今後の課

題 となる。

1.<悲華経 >の諸異本

1.1.サ ンスクリッ ト本

1.1.1.写 本

<悲華経 >のサ ンスクリッ ト語写本 については、断片的な写本 も

含めて、現時点で18種類の写本の所在情報 を確認 してお り、その う

ち、15種類の写本 については複写を取 り寄せ るなどして内容 を確認

している。以下に、18種類の写本の基本的な情報 を列挙する。

<サ ンスクリッ ト語写本一覧の見方 >

1行 日 :所蔵場所等。 (未見)の表示 はt筆者 による内容確認はで

きていないが、先行研究、カタログ等によつてその所在が

確認 されている写本。

2行 日 :カ タログ番号 とその典拠 となるカタログ

3行 日 :料紙の材質、葉番号、一葉あた りの行数 (行数が一定 して

いない写本 もあるが、その場合 には、大半の葉の行数 )

4行 日 :サ イズ (主 にカタログ等か らの情報 )

5行 日:写本奥書に示 された書写年代
4。

奥書に記載がない場合、「な

し」 と表示。及び、書写に関す る情報。

6行 日以下 :特記事項。特 に当該写本への言及が見 られ る先行研究

等。

なお、各情報末尾の *(ア ステ リスク)は、その情報がカタログ

等に基づ く情報であることを示す。
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〔ネパール〕

(1)National Archives,Kathmandu

No.A108/5(NGMCPの 番号 )。 また、No.5/101(National Archivesの

整理番号 )

紙、葉番号 lb-192b(但 し、第33葉が 2葉 あるため、全体で193葉 )、

6行。

サイズ :34.5× 8.Ocmホ 。

日付 :Sarnvat 897(=1777A.D。
)。 書写地sanu。

特記 :本写本 については、Nepal― Geman Manuript Cataloguing Roi鍼

(以 下、NGMCP)の マイクロフィルムを利用 した。成松芳子

[1976:199];7=■不口荀女[1993:29-30]

(2)National Archives,Kathnandu

No.A108/8(NGMCPの 番号)。 また、No.3/590(National Archivesの 整

理番号 )

紙、葉番号 lb-151b、 11行。

サイズ :32.0× 15.5cm中 。

日付 :Salrnvat 958(=1837A.D。
)

特記 :本写本 についてもNGMCPの マイ クロフィルムを利用 した。

成松芳子[1970199];石 上和敬[1993:29-30]

6)ネ パニル 私蔵本

No.E1/3(NGMCPの番号 )

紙、葉番号 lb-61,63a… 239b,6行。 (第62葉 を欠 く。また、最終

葉である第239葉 は、前葉までとは明 らかに書体が異なる)

サイズ :39.0× 9.5cm*。

日付 :Sarnvat 981(=1861A.D。
)
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特 記 :本 写本 もNGMCPの マ イ ク ロフ ィル ム を利 用 した。 な

(Film―Strip No.MBB-1971-101-110):石 上和敬[1993:29]   の

さ引 こ 樗 和 よ Tよ∞Ц 皿 響 こあるヽ Amと も同
筐

一写本である。高岡カタログ所載の写本 については、東京
  奪

大学イ ン ド哲学仏教学研究室所蔵の 「ネパール仏教仏典写

本マイクロフィルム (Micro■ lms of the Buddhist manuscript)」

を利用 した。

に)ネ パール 私蔵本

No.E324/16(NGMCPの 番号 )

紙、葉番号 15a-37b;51a-125b(但 し、末尾数葉では葉番号に混乱

あ り)、 7行。

サイズ :42.0× 8.5cm*。

日付 :部分的な写本であるため、確認できず。

特記 :本写本 は完全な写本ではな く、 (KP,44,2-119,17;160,12=411,

81に 相 当す る部分のみである。本写本 についてもNGMCP

のマイクロフィルムを利用 した。

幅)ネ パール 私蔵本

No.E2072/5(NGMCPの 番号 )

紙、葉番号 lb-106b(但 し、第86葉が2葉あるため、全体で107葉 )、

8-10行 。

サイズ :38.0× 8,7cm*。

日付 :Samvat 814(=1694A.D。
)
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特記 :本写本 についてもNGMCPの マイクロフィルムを利用 した。

パ

:|  (6)ネ
パ ール  私 蔵 本

貫   No.H327/16 1NGMCPの
番 号 )

の   紙、葉番号 17a=24b、 7行。

薔    サイズ:33.8× 9.Ocm*。
漢

尋   
日付 :部分的な写本であるため、確認できず。

特記 :本写本は完全な写本ではな く、 (KP,40,5… 61,lη に相当す る、

全体か ら見ればごく一部の写本である。本写本 についても

NGMCPの マイクロフィルムを利用 した。

〔イギ リス〕

(7)Royal Asiatic Society,London

No.21,Hodgson Collection。 (Cowell&Eggeling[1876:18])

紙、葉番号 lb-125,128a-204a(第 126,127葉 を欠 く)、 6行。

サイズ :35.9× 9.7cm*。 (14× 3-3/4 inches摯 )

日付 :Sarnvat 916(=1796A.D。
)。 書写者揃 manda。

特記 :Yamada[1968a8];Weiler[1956:―ii];Terakawa[1969:liii].

(8)University Library of Cambridge,Camb五dge

No.Add.1367.(Bendall[1883:73])

紙、葉番号 lb-94b、 12-14行。

サイズ :36.8× 15.2cm*。 (14-1/2× 6i“hes*)

日付 :な し

特記 :Yamada[1968a8];Weiler[1956:―i];Terakawa[1969:lii]

19)Un市ersity Library of Carnb五 dge,Cambridge(未 見)
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No.Or 1368

紙 *、 200葉 *、 6行 *。

サイズ :14-1/2× 3 inches*.

日付 :Samvat 818(=1698A.D。 )*

特 記 :Weiler[1956:―ii];Terakawa[1969:liii]。 状態 はかな り悪 い

模様。なお、上記 “Or 1368"がいずれのカタログに基づ く

のか不明。ケンブ リッジ所蔵写本の代表的カタログである

Bendall[1883]で は、<悲華経 >梵本の写本 としては、写本侶)

の情報のみが収められている。

〔フランス〕

(10)Bibliothё que Nationale,Paris

No.25,(Cabaton[1907:4];Filliozat[1941:141)

紙、葉番号 lb-184a、 6-7行。

サイズ :33.0× 10.Ocm*。

日付 :な し

特記 :Yamada[1968a:8];Weiler[1956:― l;Terakawa[1969:lii];宇

治谷祐顕 [1969:16」 .]。 上記 のカ タ ログ番号 とWeiler[1956:

― lと Terakawa[1969:liii]で 示 されたカタログ番号 (No.11→

とが異なるが、サイズ等か ら判断す ると同一写本 と思われ

る。                         |

〔イン ド〕

(11)Asiatic Society of Bengal,Calcutta(未 見 )

No.A16.(Mitra[1882:285];Nyttabhusana[1901:245])

Yellow Nepalese Paper Ms.*、 126葉 *、 9-13行 ホ。

サイズ :13(-1/2)× 5-1/2 inches*。
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日付 :な し拿

特記 :Yamada[1968a:8];Weiler[1956:xxixl;Terakawa[1969:hii]。

岩本裕[1974:2061に よれば、 <悲華経 >の最初の校訂本で

あるDtts刊 本 (Das[1898])は 、本写本 (岩本は詳細な情報

こそ示 していないが 「カル カ ッタのアジア協会所蔵の写

本」 とす る)に基づ く出版であるとされる。また、荻原雲

来[1972:448]に よれば、本写本 はわ堕〃 〆 油θ3鳳ふ澄 7レ′

"ご
ん電曖

"ゎ
彙ガ &石θ″ (カ ルカッタで発行)に公刊され

たとあるが (巻数等不明)、 同雑誌のvol.1-7を確認した限 り、

該当する内容は見当たらないようである。おそらく荻原の

情報は、カルカッタから出版されたDas[1898]の ことを指し

ているのではないかと推測される。

(12)Bombay Branch of tt Royal Asiatic Society,Bombay(未 見)

No.205

紙 *、 228葉 *、 6行 *。

サイズ :‐ 15.0× 3-3/4 inches*。

日付 :な し*

特記 :Weiler[1956:―i―― ii];Terakawa[1969:liii]。

〔日本〕

(1助  東京大学図書館・河 ロコレクシ ョン、東京

New No.78,(Kawaguchi Collection,No.12)。 (MatStmami[1965:33&

195])

紙、葉番号 lb-170a(但 し、第115葉 以下の葉番号は変則 )、 9行。

サイズ :32.3× 12.lcm中 .(12,5/8× 4-3/4 inches中
)

日付 :な し
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特記 :Yamada[1968a8];Terakawa[1969:livl;山 田龍城 [1959:101]。

(lo 京都大学図書館・榊 コレクシ ョン、京都

No.14(E226).(Goshima&Noguchi[1983:4-5])

紙、葉番号 lb-183b、 9行。

サイズ :33.8× 13.Ocmホ 。

日付 :SaFnVat 994(=1874A.D.)。 書写地sanu。

特記 :Yamada[1968a:8-9]。 なお、本写本 とは明記 されていないが、

岩本裕 [1974]は 和訳 に際 し、本写本 を参照 していると思わ

れ る。 (岩本裕[1974:206]参 照 )。

(1励  京都大学図書館・榊 コレクシ ョン、京都

No.15(E227)。 (Goshima&Noguchi[1983:4-5])

紙、葉番号 lb-174a、 7…8行。

サイズ :28.5× 8.lcm*。

日付 :Sarnvat 890(=1770A.D.)

特記 :宇治谷祐顕 [1969:16-]。 また、本写本 とは明記 されていな

いが、岩本裕 [1974]は 和訳 に際 し、本写本 を参照 している

と思われ る。 (岩本裕[1974:206]参 照 )。

(lo龍谷大学図書館・大谷 コレクシ ョン、京都

No.610.(真 田有美[1961:108-109])

紙、葉番号 lb-172b(但 し、第171葉 に相当する内容が2葉 (種類 )

あるので、全173葉 である。)、 7行。

サイズ :10.5× 40.Ocm*。

日付 :Sarnvat 955(=1835A.D。
)。 書写地patanの 寺院。

特記 :Yamada[1968a:10];成 松 芳 子[1976:199];石 上 和 敬 [1993:

-9-
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29]。 また、本写本 は、CD一ROM版 「龍谷大学図書館所

蔵大谷探検隊収集梵文写本」第 5巻 (京都 :龍 谷大学、

2001)に 収められている。なお、真田有美[1961]で は、一

部ながら、本写本 とDas[1898]刊 本、写本 (loと の比較対照

を行なっている。

〔その他〕

(17)IASWRマ イクロフィルム写本

Film―Strip No.MBB-1971-115-54

紙、葉番号 lb-184b、 7行。

サイズ :34× 8cm*。

日付 :な し

特記 :ニ ュー ヨー クのIASWRが撮影 したマイ クロフィルム か ら

知 られ る写本。但 し、IASWRが 当該写本 を所蔵 してい る

わけではな く、写本 自体 の収蔵場所 は不明である
5。

石上

和敬 [1993:29]。

〔中央アジア出土〕            |

(1鋤  ドイツ・ トル ファン 0コ レクシ ョン、シ ョルチュク出土写本

(Sottuq,Handsch五 ften_Hohle,3 Turfan―Expedition)

Nr.976(WaldSchmidt[1971:235-238])

紙 *、 葉番号 129a― b*、 7行。

サイズ :8.8× 32.5cm*。

日付 :奥書部分を欠 くため、確認できず。

特記 :本写本の情報は、Waldschmidt[1971:235-238]の みに基づ く。

なお、同書には、同写本の ローマ字転写 (Waldschmidt[1971:

237-238])、 写真 (Tafe1 91)も 掲載 されている。発掘地の
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シ ョルチユクは、 クチヤと トルファンの中間に位置す るカ

ラシヤール (焉者)近郊 にある。本写本は、筆者が収集 し

た情報の中では、ネパール系以外の唯一の写本である。 1

葉 (表 裏)の みで、 (KP,302,3-304,11)に 相 当す る。文字 は

北 トルキスタン・ ブラーフ ミーのタイプa―bと される:

その他の関連情報 について :

Yamada[1968a10];山 田龍城[1959:101]に よれ ば、カ トマ ン ドゥ

のBir Libraryに <悲華経 >の 写本 1本 があるとされ る。同図書館の

写本は後 にカ トマ ン ドウのNational Archivesに 移 されたとされるので

6、

本稿で取 り上げたNational Archives所 蔵写本 2本 (写本 (1)、 写本 P))

の うちの 1本か と推定 されるが、詳細は現時点では不明である
7。

なお、上記写本以外 に、 <悲華経 >第 2章 に見 られ る陀羅尼の一

部 をその中心部分 とし、 <悲華経 >第 1章 と第 2章 の内容 を要約

したかの如 き、Sarvaiatakaradharaniと 称す る単独経典の写本が何点

か知 られている。山田一止は二種類の写本 に基づいて校訂を行なっ

てい る (Yamada[1968b Part Twol)。 このSarvaimt詠計adharmi写 本 は

K銀Ⅲゎ叫oarikaと 密接な関係にあることは疑いないため8、 現時点

で把握できた写本の情報 を下記に列挙す る。

London:Royal Asiatic Society写 本 (未見 )

No.55(H.147)

紙中、240葉ホ (左記の うち、51b6-59b6)、 6行 *。

サイズ :39.0× 10.5cmホ 。

日付 :情報なし

特記 `:Yamada[1968b:Part Two l]

パ
臼
ｇ
ど
Ｅ
〓
碧
”
の
梵
蔵
漢
資
料

-11-



東京 :東京大学図書館 写本  (未見 )

F  NewNQ416-VI(MaStlnarni巨 96テ 331-33鋤

言  
紙ヽ H7葉 *佐 記の うち、犯d4ぬの、7行ち

貫    サイズ:38.4× 10.6cm中。
の   日付 :情報なし

筐  
特記 :Yam山巨%8b Pm枷 o珂。なお、Matsun面巨%'3譴 -33幻

簿     
に よれ ば、 本 写 本 の経 題 と してSarv荀五dakara… dhttm1 0r

Sarvaimta‐dharaniと ある。また、同カタログによれば、New

No.419-Ⅲ -155と い う写本 もあるとされ る。

Paris:Societe Asiatique写 本  (未見 )

No.45(Filliozat[1945:29])

Kamandu:Asa Archives写 本  (未見 )

No.4413;4414-156;4418-6(Yoshizaki[1991:9])

1.1.2干 J本

1)&ユ ″ηみ,“Fdar■ka,Edi″ご7」itt Lrro`ル ctiOn″ Pご ハゐ畑 ,ed.by lsshi

Yamada,vol.II(London:University of London,School of C)riental and

African Studies,196鋤

(本稿ではKP、 または、Yarnada[1968b]と 表記。本校訂はサンス

クリッ ト写本 6本 (写本 17)6)(10(11)(1助 (10)を 参照 している)

書評 (含 :校訂上の問題点 を指摘する研究 も含む):

Htwitz[1969];Kunst[19691;May[1970];Weller[1971];宇 治谷祐顕 [1971];

de Jong[1972];成 松芳子 [1976]

2)卸 ″響巌畿,edited by Sarat chandra Das&`arat chandra tttri
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(Calcutta Buddhitt Text Society of hdia,18981(未見)

(本稿 では】 s[1898]と 表記。現物未見のため断言はできないが、

本校訂 に際 して利用 したサ ンス ク リッ ト写本 は、岩本裕 [1974

206]に よれば、「カルカ ッタの王立アジア協会所蔵の写本 による

出版」 とあ り、写本 (11)か と推測 され る。真田有美[1955:9]も 「刊

行者 は何等説明を加へて居 ないのであるが:此刊本 は多分ベ ン

ゴール亜細亜協会所蔵の写本 を底本 として出されたもの と思はれ

る」 とす る。)

3)Weiler,Royal W。 ,動θ」陥 r響″響■rr■ar“″′θrs r aガ ff,A

dissertation in Oriental Smdies,Presented to the Faculty of the Graduate

School of the University of Pennsylvania in Partial Fulfilllrnent of the

Requirements for the degree of Doctor of Philosophy,1956.

(<悲 華経 >第 1章 と第 2章の校訂である。本稿ではWeiler[19561

と表記。本校訂はDas[1898]、 及び、サンスクリッ ト写本 6本 (写

本 F)旧 )p)(10(11)(1動 )を参照 している)

4) Shunsho Terakawa,勤θ Karυ″″口″darikar c力 ″ terS y a″ ごyr,A

dissertation in Oriental Studies,Presented to the Faculty of the Graduate

School of the University of Pennsylvania in Partial Fulfilllnent of the

Requirements for the degree of Doctor of Philosophy,1969.

(<悲華経 >第 5章 と第 6章の校訂 である。本稿 ではTerakawa[1969]

と表記.本校訂 はDas[1898]、 及 び、サ ンス ク リッ ト写本 7本 (写

本に)6)p)(10(11)(1動 (1助 )を参照している)

1.1.3.現 代語訳

1)岩 本裕[1974]
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<悲華経 >第 1章～第 4章までの抄訳。翻訳部分は、KPの 頁数 0

な子姿文で  (1,4…21,4;51,1-121,9;217,15-249,10;262,12-274,19t etc。 )。  (冽ト

和訳の底本 については、「訳者 は京都大学所蔵の二写本 を参照 し、

また漢訳 0チ ベ ッ ト語訳を利用 して、原典 (=Yamada[1968b].石 上注 )

を校訂 して、 この和訳の底本 とした」 (岩本裕 [1974:206])と ある。

岩本の言 う「京都大学所蔵の二写本」の詳細は不明であるが、写本

(loと 写本 (1動 ではないか と考 え られ る。なお、岩本 によって校訂

されたとされ る底本 自体 についての情報は示 されていない。)

2) Weiler[1956:117-186]

<悲華経 >第 1章 と第 2章 の英訳。(本英訳の底本はWeiler[1956])

3) Terakawa[1969:178-3071

<悲華経 >第 5章 と第 6章の英訳。(本英訳の底本はTerakawa[1969])

4)宇 治谷祐顕[1969:付 録 1-541

<悲華経 >第 3章 の和訳。 (本和訳の底本 については特 に言及が

見 られないが、訳注等か ら推測す るに、Das[1898]を 底本 とし、写本

(101と 写本 (1動 を対照 しているか と思われ る
9。

)

1.2.チ ベッ ト語訳諸本
Ю

筆者は現時点で、版本 7本 と写本 6本の合計13本 のチベ ッ ト語訳

<悲華経 >の 所在情報 を確認 し、その大半 を複写等で入手 した
11。

以下に諸本の基本情報 を列挙す る。

なお、 <悲華経 >チベ ッ ト語訳の経題は下記の通 りで諸本で概ね

一致する。

経題 :lpags―pa si鵬巧e pad― ma dkar― po shes¨ bya― ba theg―pa chen― poli mdo

-14-



(梵語か らの転写 arya kanmapunⅢ lkanama mahayana sutra)

一 方、 翻 訳 者 は 下 記 4名 の 名 が 列 記 され る が、 二 人 目の

Surendrabodhiに ついては、一部の写本 では、Sllendrabodhi2と なって

レヽる。

翻訳者 :Jinamita,Surendrabodhi,Praimvarrna,Ye“ sde

<チベ ッ ト語訳諸本一覧の見方 >

1行 日 :略記号
Bと

通称

2行 日 :カ タログ番号 とその典拠 となるカタログ

3行 日 :巻数、葉番号等、及び、一葉内の行数

4行 日以下 :特記事項。なお、各版本の開版年代、各写本の書写年

代等については、専門の研究に譲 る。

1.2.1.版 本

蔵 P.北 京版

No.780 大谷大学 [1985:116]

Location:rndo,cu 149a5-337a8,84子 .

特記 :本版 については、大谷大学所蔵版本 を公刊 した『影印北

京版西蔵大蔵経 一大谷大学図書館蔵』第29巻、甘殊爾、

諸 経 部 3(東 京・ 京都 :西蔵 大蔵 経研 究 会、1958):

191.5-267.1を 利用 した。

蔵N.ナ ル タン版

No.100 長島尚道[1975:1750]

Location:Indo,cha 187b7-443a4,7布予。

特記 :本版 については、(財)東洋文庫所蔵版の複写を利用 した。
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蔵 D。 デルゲ版

No.112 宇井伯寿 [1934:26]

Location:lndo sde,cha 129al-297a6,7争 子.

特記 :本版 については、勤θ笠
"勧

2妙物勉 動枠 fI膀ゴ
",V01.

測 (台 北 :南天書局有限公司、1991):37-85を 利用 した。

蔵 C.チ ョーネ版

No.753 Mibu[1959:23]

Location:lndo rnan,cha 159a3-350a3,8行 .

特記 :本版 については、(財)東洋文庫所蔵版の複写を利用 した。

蔵 J。 ジャンサタム・ リタン版

No.57 1haeda[1984:31]

Locationi mdo man,cha 141a2-313a8,8行 .

特記 :本版 につ いては、ベル リンのSTAATSBIBLIOTHEK ZU

BERLIN― Preussischer Kulubesitz,Orientabteilung所 蔵 のマ

イクロフィルムか らの複写を利用 した。

蔵U.ウ ルガ版  ‐

No.112 Bethlenfalvy[1980:35]

Location:rndo sde,cha pa 128a4… 296a6,7猾子.

特 記 :本 版 に つ い て は、Lokesh Chandra ed.,切てИ ЙttVF,

vol.50,(Sata¨ pitaka Series,vol.445)(New Dё lhi:

Intemational Academy of lndian Culttre,1992)を 禾J用 し た。

Bethlenfalvy[1980:41に よれば、1908-1910年 にモ ンゴルの

ウランバー トルで開版 された本版は、デルゲ版の改訂版

(“ a revised and corrected rep五 nt of the Derge Kanillr")に 近

-16-



いとのこと。葉 0行 においても、デルゲ版に基本的に従つ

ているとい う。

蔵H.ラ サ版

No.115高 崎直道[1965:15-1デ ]

Location:rndo,cha 209b7-474a7,7布子.

特記 :高崎直道[1965:凡例]に よれば、本版は 「第十三世ダラ

イ。ラマ欽定版」 とある。なお、高崎直道[1965:15]に は、

経題 としてラサ版の 「略 目録」に従った略名輛in tte pad

ma dkar po,de bshinぶegs ptti Shal chemsが掲げられている

が、実際には他の諸本 同様の経題である。1934年 頃の完

成 とされ る本版 はナル タン版 を底本 としてお り、経典配

列順序 も概ねナル タン版 に一致す るようである。また、

デルゲ版 をも参照 した形跡が見 られ るとい う
M。

本版本

については、国際仏教学大学院大学附属図書館蔵 のゼ

ロックスコピー本 を利用 した。

1.2.2.写 本

蔵 S.ト ックパ レス写本

No.45 Skorupski[1985:841

Location:na lbl-240a5,7布子.

特記 :本写本 については、オ フセ ッ ト印刷版 (勤θ tt PaFa“

ν加鰤mレ 〆 湯θπ溌翅?んり鴫 ≦励
"n壺

3動蔽 garmωご,

vol.55,Leh,1979)を 利用 した。

蔵 T。 東洋文庫写本

No.45 斎藤光純[1977:66助 ]
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Location:rndo sde,ia lal-223b6,8イ 予.

特記 :本写本 については、 (財)東洋文庫所蔵本の複写 を利用

した。

蔵 L.ロ ン ドン 0シ ェルカル写本

No.20 Pagel&Gaffney[1996:19]

Location:lndo,na(v01.4)lbl-210b3,8牟 子.

特記 :本 写本 は ロン ドンのBritish Libraryか らマイ クロフィ ッ

シュとして公刊 されている。筆者は東京大学イン ド哲学

仏教学研究室所蔵の同マイクロフィッシュを利用 した。

蔵 F.プ ダク写本

No.88 Sarnten[1992:41]

Location:mdo sde,cha lbl-235a7,8争 子.

特記 :本写本はニュー ヨー クのIASWRか らマイクロフィッシュ

として公刊 されている。筆者は東京大学イン ド哲学仏教

学研究室所蔵の同マイ クロフィッシュを利用 した。なお、

本写本は翻訳者名などに言及する奥書を欠 く。

蔵 B.ベ ル リン写本

mdo Band(58)… 3 Beckh[1914:31]

Location:mdo,cha 159a8-360a8,8行 .

特 記 :本 写本 はSTAATSBIBLIOTI‐ IEK ZU BERLIN― Preussischer

Kulturbesitz,Orientabteilllng所 蔵 であるが、 同所蔵 のマイ

クロフィルムか らの複写を利用 した。

-18-



蔵M.ウ ランバー トル写本

ユ五f苗11滋魅≒         :
特 記 :本 写本 は上 記Be■lenfalvy[1982]カ タ ログに よ り所在 は確   貫

認 で きるが、筆者未 見であ る。              の
梵

‐               蔵
漢

1.3.漢訳諸本馬                          尋
<悲華経 >の漢訳としては、曇無識訳『悲華経』十巻 と失訳『大

乗悲分陀利経』八巻の二種類の漢訳が現存するЮ。

1.3.1.曇 無識訳『悲華経』十巻

漢訳者名 :北涼 曇無識
r

訳出年代 :北涼の玄始八年十二月 (西暦419年)博

1.3.1.1.蔵 経本

悲 T。 大正新脩大蔵経

高楠順次郎・渡辺海旭編『大正新脩大蔵経』第二巻 (本縁部 上)(東

京 :大蔵出版、1924):167al-233c8。 なお、大正蔵の番号では第157経。

また、大正蔵版に基づ く国訳 (書 き下し)が、赤沼智善・西尾京

雄訳、新井慧誉校訂『国訳一切経 経集部五』 (東 京 :大東出版社、

1996)に 収載されている。

悲K.高麗版大蔵経

再離本 (1251年 完成)の影印版が『高麗大蔵経』全48巻 (ソ ウル :

東国大学校、1957～ )と して出版 されている。「悲華経』は第九巻 (大

般涅槃経 外二十五部):1195-1290に 収められている。

-19-
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悲 C。 金版大蔵経

古 くは「趙城蔵」。中華大蔵経編輯局編『中華大蔵経』(漢文部分)

第一六冊 (北京 :中 華書局、1986):120-245所 載の『悲華経』十巻

が金蔵広勝寺本を底本 としているので、それを利用した。但 し、同

書では、F悲華経』巻二のみは高麗蔵を底本 としているので注意を

要する。なお、F中華大蔵経』 (漢文部分)では、各巻末に他の諸本

の異読がまとめられてお り、『悲華経』に関しては、房山石経、資

福蔵、積砂蔵、高麗蔵、普寧蔵、永楽南蔵、径山蔵、清蔵の八本の

異読が示されているЮ
。

悲 G。 福州版大蔵経

宋代のいわゆる江南諸蔵の一つ。福州版については、東禅等覚院

版 (東禅寺版、崇寧蔵)と 開元禅寺版 (開 元寺版、毘慮蔵)の二種

類があるが、筆者はその両版を混合した形態の官内庁書陵部蔵の「一

切経」からの複写を利用 した。「悲華経』については、冒頭に東禅

等覚院版であることが明記 されている。カタログは、『和漢図書分

類 目録』上巻 (東京 :官内庁書陵部、1951)273頁。

悲 S.思渓版大蔵経

宋代のいわゆる江南諸蔵の一つで、一般に宋版大蔵経 と呼ばれる

もの。思渓蔵については、円覚蔵 (前思渓蔵)と 資福蔵 (後 思渓蔵)

の二種類が知 られてお り、両者の関係については結論を見ていない

ょぅだが20、

筆者は増上寺蔵 「宋版大蔵経 (経番号129)」 の複写を

利用した21。

日録は 「増上寺三大蔵経 目録 宋版 (五大部外諸重訳

経 )」 (『 増上寺史料集別巻』東京 :増上寺、1981)86頁。

悲 J.積砂版大蔵経
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積砂蔵は、宋代に積砂延聖院か ら開版 され、元末に完成 したと

される。積砂蔵については、以下の影印版 2点 が出版 されている6

「影印宋元版 積砂大蔵経』第二八冊 (北 京 :綾装書局、2005):

329-481。 また、延聖院大蔵経局編『宋版 積砂大蔵経』第九冊 (台 北 :

新文豊出版、1987):446-508。 (後者には経番号 (第128)が付され

ている)。 両者の内容は同一である。但 し、巻三については、積砂

蔵ではなく、思渓蔵 (北平松坂図書館蔵)か ら補った内容である。

なお、大阪の武田科学振興財団 0杏雨書屋にも積砂大蔵経が所蔵さ

れているが、『悲華経』については上記の影印版 とは全巻、別本で

ある。同書屋所蔵本の巻五 と巻八の刊記には、「杭州路南山大普寧

寺大蔵経局伏承」 とあり、元代の普寧蔵から補われたものと推測さ

れる。

この他にも、元・明・清代の版本蔵経が複数知 られてお り、参照

可能な蔵経も存在するが、本稿は<悲華経>の梵蔵漢比較研究の基

礎資料 という性格から、取 りあえず、上記の蔵経を参照するにとど

めている22。

(こ の点、『大乗悲分陀利経』についても同じ)

1.3.1.2.石 経

悲 F。 房山石経
23

房山雲居寺石経 (遼金刻経 )。 大安 2(1080年 の刻印。

中国仏教協会・中国仏教図書文物館編『房山石経』 (遼金刻経 )

第10冊 (北京 :華夏出版社、2000):22-57を 利用した。剥落等のた

め一部に判読不明の箇所があるものの、基本的に十巻全体を参照す

ることができる。なお、『悲華経』の同全集内での経番号は409。
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1.3.1.3.敦 建写本

:  

悲
:撃墓竜ΓWI蔵ざ1喜鼈

1軍

11FI第四之三」の一部
貫 ぼ&Ю

“
ユ巧。

の   「敦爆費蔵』第59冊 :241を利用した。カタログ:商務印書館[1962:

書  74■ 456];敦爆研究院[2000:508]
漢
資
料

悲 D2.北 京 図書館所蔵 No.北457(夜 93)

「悲華経 巻第五諸 菩薩本授記品第四之三」の一部 (T3,200b,29-

202a,24)

『敦違費蔵』第59冊 :242-244を 利用した。カタログ :商務印書館

[1962:6Q456];敦爆研究院[2000:492]

悲 D3。 大谷大学図書館所蔵 No.散719

「悲華経 巻第二 大施品第二之一」の一部 (T3,176c,14-179c励

本写本については大谷大学図書館所蔵写本の複写を利用した。カ

タログ :商務印書館[1962:329;456]6

悲D4.劉 幼雲蔵敦爆巻子 目録 No.散645(未 見)

「悲華経 巻第四」

参考 :カ タログ :商務印書館[1962:326;4561

悲 D5。 徳化李氏出告敦爆写本 目録 No.散 551(未見)

「悲華経 巻第四」

参考 :カ タログ :商務印書館[1962:324456]。

悲D6.ロ シア科学アカデ ミー東洋学研究所サンクトペテルブルグ
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支所所蔵 No.Φ 232

「悲華経 巻第二 大施品第二之一」の一部 (T3,179a,13-181b,鋤

本写本 については、『俄蔵敦爆文献』[1993:318-322]所 載の写真版

を利用 した。カタログは国際仏教学大学院大学附属図書館 [2006:9]。

悲D7.ロ シア科学アカデ ミー東洋学研究所サンク トペテルブル グ

支所所蔵

No.Д x 00184-01

「悲華経 巻第五 諸菩薩本授記 品第 四之三」 の一部 (T3,196c,

11-24)

本写本については、『俄蔵敦爆文献』[1996:123]所載の写真版を利

用した。カタログは国際仏教学大学院大学附属図書館[2006:9]。

悲D8。 ロシア科学アカデミー東洋学研究所サンクトペテルブルグ

支所所蔵

No.Д x 00184-02

「悲華経 巻第五 諸菩薩本授記品第四之三」の一部 (T3,197a,

10-16)

本写本については、「俄蔵敦爆文献』[1996:124]所載の写真版を利

用した。カタログは国際仏教学大学院大学附属図書館[2006:9]。

悲D9。 ロシア科学アカデミー東洋学研究所サンクトペテルブルグ

支所所蔵

No.Д x 00184-03

「悲華経 巻第五 諸菩薩本授記品第四之三」の一部 (T3,197a,

24-b,2)

本写本については、『俄蔵敦違文献』[1996:1241所載の写真版を利
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用した。カタログは国際仏教学大学院大学附属図書館[2006:9]。

1.3.1.4.ト ルファン写本

悲TU.出 日常順蔵 PL.Ⅸ B30

「悲華経 巻二 大施品第二之一」の一部(T3,175a,8-11)

藤枝晃[2005:2Q75]に 写真 と解説が掲載 されている。上記の整理

番号も同書に基づ くもの。 4行、 16文字のみの断片。天地、左右

も欠 く。

1.3.1.5.日 本古写経

悲 SS。 正倉院聖語蔵

宮内庁正倉院事務所所蔵聖語蔵経巻に

ている。筆者は、カラーCD一 ROM版

聖語蔵経巻」第 2期 天平12年御願経 1

用した。

『悲華経』全十巻が含まれ

「宮内庁正倉院事務所所蔵

(東京 :丸善、2001)を 利

この他に、未見ではあるが、金剛寺一切経 (大 阪府河内長野市)、

七寺一切経 (名 古屋市 )、 石山寺一切経 (滋 賀県大津市)、 興聖寺一

切経 (京都市 )、 西方寺一切経 (奈良県大和郡山市 )、 新宮寺一切経

(宮 城県名取市 )、 松尾社一切経 (京都市)な どに、『悲華経』の全

体、または、一部が現存しているとされる (国際仏教学大学院大学

[2006])。 奈良 0平安期の古写経に対する中国 e唐代の影響につい

ては近年、その関連が大きく注 目されているため、<悲華経>の梵

蔵漢比較研究の基礎的作業 とい う本稿の性格からも日本の奈良 0平

安期の古写経は軽視することができない。

ところで、曇無識訳『悲華経』巻六～巻八に見られる釈迦如来の

誓願関連の部分に増広改変を加 えて再編 したと推測 される「釈迦
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1.3.2.失 訳『大乗悲分陀利経』八巻

経題については『大乗悲分陀利経』
24だ

けでなく、『大乗大悲分陀

利経』
25;『

大悲分陀利経』
26な どとなっている場合もある。

漢訳者名 :失訳

訳出年代 :秦代 (前秦 〔荷氏〕は西暦351年～394年、後秦 〔挑氏〕

は西暦384年～417年、西秦 〔乞伏氏〕は385年～431年 )

1:3.2.1.蔵 経本

大 T。 大正新脩大蔵経

高楠順次郎・渡辺海旭編『大正新脩大蔵経』第二巻 (本縁部 上)(東

京 :大蔵出版、1924):233c10-289a25。 なお、大正蔵の番号では第

158経。

大K.高麗版大蔵経

再離本 (1251年完成)の影印版が『高麗大蔵経』全48巻 (ソ ウル :

東国大学校、1957～ )と して出版 されている。「大乗悲分陀利経 J

は第九巻 (大般涅槃経 外二十五部):1113-1194に 収められている。

大 C。 金版大蔵経

古 くは「趙城蔵」。中華大蔵経編輯局編『中華大蔵経』(漢文部分)

第一六冊 (北京 :中華書局、1986):14-119所 載の『大乗悲分陀利経』
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八巻が金蔵広勝寺本 を底本 としているので、それを利用 した。但 し、

同書では、「大乗悲分陀利経』巻二 と巻四は高麗蔵 を底本 としてい

るので注意を要する。なお、『中華大蔵経』 (漢文部分)では、各巻

末に他の諸本の異読がまとめられてお り、『大乗悲分陀利経』に関

しては、資福蔵、積砂蔵、高麗蔵、普寧蔵、永楽南蔵、径山蔵、清

蔵の七本の異読が示されている

大G.福州版大蔵経

宋代のいわゆる江南諸蔵の一つ。福州版については、東禅等覚院

版 (東禅寺版、崇寧蔵)と 開元禅寺版 (開 元寺版、毘慮蔵)の二種

類があるが、筆者はその両版を混合した形態の官内庁書陵部蔵の「一

切経」を利用した。『大乗大悲分陀利経』については、冒頭に開元

禅寺版であることが明記 されている。 (但 し、巻四の始めの部分は

東福等覚院版 となっている)。 なお、本版では、経題が 「大乗大悲

分陀利経」となっている。カタログは、『不日漢図書分類 目録』上巻 (東

京 :宮内庁書陵部、1951)273頁。

大 S.思渓版大蔵蔵

宋代のいわゆる江南諸蔵の一つで、一般に宋版大蔵経 と呼ばれる

もの。思渓蔵については
27、

増上寺蔵 「宋版大蔵経 (経番号128)」

を利用した。本版の経題は 「大乗大悲分陀利経」 となつている。 日

録は 「増上寺三大蔵経 目録 宋版 (五大部外諸重訳経 )」 (『 増上寺

史料集別巻』東京 :増上寺、1981)85-86頁 。

大 」.積砂版大蔵経

積砂蔵 については、以下の影印版 2点 が出版 されている。『影

印宋 元版 積砂 大蔵経 』第二 八冊 (北 京 :綾 装書局、2005):
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198-328。 また、延聖院大蔵経局編 『宋版 積砂大蔵経』第九冊 (台

北 :新文豊出版 (1987):392-445。 (後者 には経番号 (第 127)が付

されている)。 両者の内容 は同一である。 なお、経題 は 「大乗大悲

分陀利経」 となつている。なお、大阪の武 田科学振興財団・杏雨書

屋 にも積砂大蔵経が所蔵 されているが、「大乗大悲分陀利経』につ

いては上記の影印版 とは全巻、別本である。同書屋所蔵本の巻四の

刊記 には、「杭州路南山大普寧寺大蔵経局伏承」 とあ り、元代の普

寧蔵か ら補われたもの と推測 され る。

(1.3.2.2.7ヨ糸蚤)

(房山石経 には、 日録類 による限 り、「大乗悲分陀利経』に該当す

る経典は見当た らない。中国仏教協会・ 中国仏教図書文物館編『房

山石経』 (目 録 索引30)(北京 :華夏 出版社、2000);氣賀澤 [1996:

439-477])

1.3.2.3.敦 慢写本

大 Dl.ス タイン収蔵 No.S.6456

「大乗悲分陀利経 巻第二」のほぼ全体 (T3,249b,11-256b,10)

(財 )東洋文庫所蔵のマイ クロフイルムか らの複写 を利用 した。

なお、本写本では経題が 「大悲分陀利経」 となっている。カタログ :

敦爆研究院[2000:201]。

大D2.ペ リオ収蔵 No.P.2225

「大乗 悲分 陀利経  巻 第 二 離諄 王授 記 品第 六」 の一部 (T3,

250a,2-250b,27)

(財 )東洋文庫所蔵のマイ クロフイルムか らの複写 を利用 した。

なお、本写本中には経題の部分は含まれていない。カタログ :敦爆
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研究院[2000:229].

1.3:214.日 本古写経

大 SS.正 倉院聖語蔵

宮内庁正倉院事務所所蔵聖語蔵経巻に『大乗悲分陀利経』の巻第

二が含まれている。筆者は、カラーCD― ROM版 「宮内庁正倉院

事務所所蔵聖語蔵経巻」第 2期 天平12年御願経 2(東京 :丸善、

2002)を 利用 した。

この他に、未見ではあるが、金剛寺一切経 (大阪府河内長野市)、

七寺一切経 (名 古屋市 )、 石山寺一切経 (滋賀県大津市 )、 興聖寺一

切経 (京都市 )、 新宮寺一切経 (宮城県名取市 )、 松尾社一切経 (京

都市)な どに、「大乗悲分陀利経』の全体、または、一部が現存じ

ているとされる (国 際仏教学大学院大学[2006])。

1.4.ト カラ語 (関連写本 )

シル ヴァン・ レヴィは、ペ リオ収集の トカラ語写本の中に、<

悲華経 >と 共通す る登場人物名等 があることを指摘 してい る

(L6vi[1912])。 但 し、同写本は<悲華経 >の トカラ語版 と言えるほ

どのものではない。

上記のレヴィの指摘については、Yarnada[1968a l17];Weiler[1956:

xxvi― xxviii]も 参照。

2.Mahaijatakamala

Mahttjatakam五 1五 は<悲華経 >の 一部を詩文化 した内容を含む文献

で、<悲華経 >研究には参照が不可欠 と考えられる文献である。本
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稿では、下記のサ ンスクリッ ト語校訂テキス トが刊行 されているこ

とを紹介するに留める。

IたY Grossθ ttegendα

"hη

″z IMa力 ali■″盪η
“
♂ルノ,E力θ″ガ′′θルゴreniぬθ

bυ崚力お巨sぬθZttd“sa磁ロゴ″ば′
“
N"盛,Nach Vorarbeiten von Gudrun

Bthnemann undヽ 4ichael Hahn,herasugegeben und eingeleitet von Michael

Hahn(Wiesbaden:Otto Harrassowitz,1985)

書評 :

de Jong[1988]

書評ではないが、上記の校訂本 を含めて、Mahttjatakallnalaに 関す

る情報は、下記のホームページ (岡 野潔 [2004])に 詳 しい。

http://homepage3.nifty.com/indology/mahaijatakallnala.html

<謝辞 >

本稿作成 にあた り、梵蔵漢の写本、版本等の複写等の利用、及び

閲覧に際して、各種史資料の下記の所蔵機関及び関係各位 には、格

別のご高配を賜わつた。 ここに記 して甚深なる謝意を表 したい。同

時に、本文中にてその都度謝意を記 さなかった点、ご海容頂きたい。

(国 内)

国際仏教学大学院大学附属図書館、東京大学文学部イン ド哲学仏

教学研究室 (及 び種村隆元助教 )、 東京大学総合図書館、京都大学

図書館 (及 び文学研究科 )、 龍谷大学図書館、大谷大学図書館、(財 )

東洋文庫、大本山増上寺、宮内庁書陵部、 (財)武田科学振興財団、

成松芳子氏、渡辺浩希氏。

(国外 )
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Orientabteilung,Berlin; Nepal― German Manuscript Cataloguing Project,

Kathmandu; Royal Asiatic Society,London; University Library of

CambFidge,Cambridge; Bibliothoque Nationale,Paris.

注

1 関連資料 の収集 にあた り,堀伸一郎・国際仏教学大学院大学附置

国際仏教学研究所 。副所長,並びに,江 田昭道 。浄土真宗本願寺派教

学伝道研究セ ンター研究員 にご懇切なご教示 を賜わつた。記 して謝意

を表 したい。また,資料収集 に際 しては,本稿末尾に掲 げた収蔵先の

各機関にご高配 を賜わつたが,特 に,国際仏教学大学院大学附属図書

館,東京大学文学部イ ン ド哲学仏教学研究室,並びに,カ トマン ドゥ

のNepal¨German Manusc五 pt Cataloguing ProieCtに は,一再ならず格別のご

配慮 を賜わつた。記 して謝意を表 したい。

2 <悲 華経 >と い う表示法は,<無 量寿経 >等 の浄土系大乗経典 に

関する代表的な研究である藤 田宏達 [2007:4]の 用法に倣 うものであ り,

本稿でも;梵本 で¨ 響″ ル と称 され る大乗経典の 「諸異本のも

とになった種々な原本 (サ ンスクリッ ト語 もしくはプラー クリッ ト語

で書かれたもの)の全体 を総称する経名」 として用いることにする。

3 なお,筆者 自身 も<悲華経 >の関連資料 について15年 ほど前に一度

まとめたことがある (石上和敬 [1993])。 本稿は,前稿 を大幅に増補す

るものである。

4 奥書の解読,及び,書写年代の西暦への換算については,堀伸一郎。

国際仏教学大学院大学附置国際仏教学研究所 。副所長 にご教示 を賜

わつた。記 して謝意を表 したい。

5 田中公明・吉崎一美[1998:109]参照。

6 森 口光俊 [1989:x市 ―w];田 中公明 。吉崎一美[1998:107-108];藤 田宏
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達 [1973:225]等 。

7 大正大学梵文学研究室作成 のBir Libraryの カタログ (同 [1955:(1助 ])

には,「122.Karuna_pun4aika,te 590/2 Karuna_pw■ arikam(Complete,D),

(以 下は東大所蔵写本の情報等なので省略。石上 )」 とあ り,当該写本

がデーヴァナーガ リー書体であることはわかるが,それ以上の情報は

ない。

8 山田一止 に よる校 訂 の末尾 には,ity ttya`rikanmapundarikamaha¨

yanasitre iyalln sarvaliatakaradharani sattpta//(Yallnada[1968b Part TwO

22])と もあ る。

9 宇治谷祐顕[1969]に対す る 「書評」である吉元信行 [1970:88]は ,「先

ず 「梵文悲華経大施 品訳注」 はK本 (=本 稿の写本 (1励。石上注)を

底本に,C本 (=本稿のDas[1898]。 石上注),P本 (=本稿の写本 (lo,

石上注),両漢訳等 を参照 した厳密な翻訳である」 とす るが,愚見は

本文に示 した通 りである。

10 チベ ッ ト訳諸本の所在情報,入手情報等については,佐藤直実[20081;

Silk[1994al;Silk[1994bl等 か ら有益な情報 を得ることができた。

11 13本 の うち,蔵M:ウ ランバー トル写本は現時点で参照することが

できていない。

12 蔵 S;蔵T;蔵 Lで は,silendrabodhi(S:240a4,T:223b5,L:210b3)と あ

る。なお,surendrabodhiと SllendrabOdhiと はほぼ同時期 に仏典の蔵訳等

において活躍 した僧である。仏典の蔵訳者名 として複数名が列記 され

る場合,記名順が何 らかの序列 を反映 しているとするならば (原 田覚

[1985:430]),原 田覚の次の指摘は参考になる。「また彼 (=ジ ュニャー

ナガルバ。石上注)が大乗中観師 と呼称 されたのも当然であ り,そ の

先輩イン ド僧 にプラジュニャー ヴァルマ,さ らにその先輩イ ン ド僧 に

ス レーン ドラボーディがお り,こ の僧 (=ジ ュニャーナガルバ。石上注 )

の後輩 にシー レー ン ドラボーディ,或いはダーナシーラがお り,先輩
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にジナ ミトラがいたと推定 し得ることとなる」 (原 田覚[2001:426])。 つ

ま り,こ の原 田覚の指摘 に基づいて,奥書に記 されたプラジュニャー

ヴァルマ との記名順 を考慮す るならば,当 該箇所は,シー レーン ドラ

ボーディではな く,ス レー ン ドラボーディである可能性が高いことに

なる。 (原 田覚[1985428-431];原 田覚[2001:422-426]等 参照 )

13 チベ ット語訳の諸本の略号については,Harrison&Eimer[1997:対 ―xivl

を参考にするが,一部,変更を加 える。

14 Harrison[1992:79];佐 藤直実[2008:84]

15 漢訳諸本の所在情報,入手方法等については,落合俊典 。国際仏教

学大学院大学教授 よ りご懇切なご指導を賜わつた。記 して謝意 を表 し

たい。また,漢訳諸本の概要把握,資料収集のために,竺沙雅章[2000:

271-291]; 椎 名 宏 雄 [2006];Deleanu[2006:106-146];Zacchetti[2005:
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